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ま
ち
づ
く
り
の
目
標
”市
民
憲
章
“と

み
ん
な
で
歌
え
る
”市
歌
“
が
で
き
ま
し
た

満
開
の
桜
と
ふ
く
ろ
い
茶

４
月
８
日
・
９
日
、
法
多
山
境
内
で
「
ふ

く
ろ
い
新
茶
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
桜
満

開
の
法
多
山
で
は
、
茶
娘
に
よ
る
新
茶
の
Ｐ

Ｒ
や
手
も
み
茶
の
実
演
、
お
茶
入
り
う
ど
ん

の
試
食
、
お
茶
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
を
開

催
。
会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
新
茶
の
香

り
と
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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４
月
９
日
、中
央
公
民
館
で
「
袋
井
市
民

憲
章
」
と
「
袋
井
市
歌
」
の
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

発
表
会
で
は
、
市
民
憲
章
や
市
歌
が
で
き

る
ま
で
の
経
過
説
明
の
ほ
か
、
市
民
憲
章
の

唱
和
、
唐
澤
ま
ゆ
こ
さ
ん
（
市
歌
歌
唱
）
と

袋
井
中
学
合
唱
団
に
よ
る
市
歌
の
合
唱
な
ど

が
行
わ
れ
、
新
し
く
で
き
た
市
民
憲
章
と
市

歌
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
に
は
、谷
山
浩
子
さ
ん（
市
歌
作
詞
）、

唐
澤
ま
ゆ
こ
さ
ん
（
市
歌
歌
唱
）
の
コ
ン
サ

ー
ト
が
行
わ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
約
４
０

０
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
市
歌
Ｃ
Ｄ
は
市

内
の
図
書
館
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

同
会
場
で
は
「
袋
井
ほ
っ
と
観
光
特
使
」

の
委
嘱
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
使
の
任

期
は
２
年
。
袋
井
の
観
光
を
P
R
し
て
い

き
ま
す
。
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わ
が
ま
ち
を
守
る
消
防
団
！

４
月
２
日
、
中
央
公
民
館
で
「
袋
井
市
消

防
団
入
団
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
入
団
し
た
１
０
９
人
を
代
表
し
て
、

久
守
順
也
さ
ん
（
神
長
北
・
写
真
左
下
）
が

宣
誓
書
を
力
強
く
読
み
上
げ
、
消
防
団
員
と

し
て
の
決
意
を
表
し
ま
し
た
。
袋
井
市
消
防

団
は
、
総
勢
６
１
４
人
で
地
域
住
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

役
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
長

山
田
享
史
た
か
し

さ
ん
（
西
区
）

副
団
長

秋
田
和
宣
さ
ん
（
西
区
）、
高
木

英
伸
さ
ん
（
一
色
）、
長
谷
川
政
二
ま
さ
じ

さ
ん

（
湊
東
）

袋
井
方
面
隊
長

高
橋
祐
一
さ
ん
（
延
久
）

浅
羽
方
面
隊
長

長
島
秀
幸
さ
ん
（
諸
井
）

袋井市民憲章

わたくしたちは、豊かな自然と文化に恵まれている郷

土に誇りをもち、人も自然も美しい健康文化都市をめ

ざして、この憲章を定めます。

１．きまりを守り　住みよいまちをつくります

１．思いやりの心で人に接し 明るい家庭をきずきます

１．心と体をきたえ　働く喜びをわかちあいます

１．教養を豊かにし　文化の向上につとめます

１．郷土を愛し　美しい環境をつくります

♪


